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職業的アイデンティティ
　アイデンティティ（Identity：自己同一性、
同一性）とは、①自分が他者とは異なる独自の
存在であり（斉一性：sameness）、②過去から
現在にかけて一貫しているという感覚のことで
ある（連続性：continuity）。同時に、③自分の
考える自分の姿が他者からも認められ、社会の
中に位置づけられているという自覚も含まれる
（杉村，2008）。
　Marcia（1965）は、どの程度アイデンティ
ティが達成されたかを明確に把握できるような
「心理・社会的基準」を作成するため、青年後
期のEriksonの記述の中から「危機（crisis）」
の有無と「②積極的関与（commitment）」の
程度という二つの相互に独立した基準を取り上
げ、半構造化された面接法と質問紙法を開発し、
職業とイデオロギー（宗教・政治）の領域にお
ける四つのアイデンティティ・ステイタスを設
定した。これにより、一次元的に構成されてい
る他の発達尺度と異なり、アイデンティティの
形成過程における停滞や回復などが捉えられる
ようになり、特に青年期のアイデンティティ形
成の研究に優れた視点と研究法を提供している。
Marciaのアイデンティティ研究の方法は広く
活用され、本邦においても無藤（1979）などの
研究に見られ、Marcia（1965）と無藤（1979）
の研究方法から「自我同一性地位テスト（中西，
1985）」や、「多次元自我同一性尺度（谷，
2001）」が構成されている。
　基準の一つである危機とは、役割の試みと意
思決定期間、個々人が自分にとって意義ある選
択事項を積極的に試み、選択し、意思決定を行
う一時期のことである。基準の二つ目の積極的
関与とは、危機に続いて起こる職業やイデオロ
ギーなど人生の重要な領域に対する積極的関与
の程度のことである。四つのアイデンティテ
ィ・ステイタスとは、①アイデンティティ達成
（Identity Achiever）：幼児期からのあり方につ
いて確信がなくなり，いくつかの可能性につい
て本気で考えた末、自分自身の解決に達して、
それに基づいて行動している。つまり、このス
テイタスの人は、職業決定の時期、あるいは職
業選択に関する危機はすでに経験しており、自
分の職業に深く傾倒している、②モラトリアム
（Moratorium）：いくつかの選択肢について迷
っているところで、その不確かさを克服しよう
と一生懸命努力している。つまり、このステイ
タスの人は、現在、職業選択に関して危機の最
中にあり、決心しようと努力しているが、積極
的関与の仕方は漠然としていて一般的である。
重要な特色は、選択に対して積極的に苦闘して
いるということである、③予定アイデンティテ
ィ（foreclosure）：自分の目標と親の目標の間
に不協和がない。どんな体験も、幼児期以来の
信念を補強するだけになっており、硬さ（融通
の利かなさ）が特徴的である。つまり、このス
テイタスの人は明確な進路決定の時期を経過し
なかったようにみえるが、それは早くから特定
の職業に深く積極的に関与していたからであり、
その進路選択は両親の期待する職業と一致する
ことが多い。④アイデンティティ拡散（Identity 
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diﬀ usion）：このステイタスは危機の有無によ
って二つに分けられている。一つ目は危機を経
験しておらず、積極的関与もしていないステイ
タスであり、二つ目は危機を経験しているが，
積極的関与をしていないステイタスである。つ
まり、このステイタスの中には危機を経験しな
い人もあるし、危機を経験した人もあるが、い
ずれの場合も、一定の職業への積極的関与をほ
とんどもっていない、の四つである（E.H. エ
リクソン，1973a，1973b；岡本，2002；松下・
荒木・木村，1993；鑪・宮下・岡本，1984）。
各ステイタスの特徴は表１に示した。
　1980年代以降から、アイデンティティは青年
期のみの発達課題ではなく、ライフサイクル全
体の発達課題であると捉えられるようになって
いる。ライフサイクルを通じての発達に関心が
高まるなかで、成人期のアイデンティティを捉
えるために、「個としてのアイデンティティ」
と「関係性にもとづくアイデンティティ」とい
う２つの視点からアイデンティティの発達を捉
えようとする発達観が注目されている。
Erikson自身もアイデンティティ形成における
他者との関係性の重要性を強調したが、この側
面はしばしば見落とされてきた。関係性の観点
とは、アイデンティティが個人（の自我）と他
者、社会、文化といった文脈の相互作用の中で
現れ、発達するという考え方である（岡本，
1997，2002；杉村，2008）。
　エリクソン, E.H.は、職業などの「基本的な
人生への関与」の諸側面はアイデンティティ形
成のひとつの重要な指標になるとしており、職
業決定は青年期後期の最も重要な発達課題であ
る。また、乳幼児以来、漸次形成されてきた多
数の同一化群が、青年期において社会的役割の
獲得という形で統合され、特定の社会的役割に
応え、その役割を果たす者として社会から認め
られることで自らを定位させ、アイデンティテ
ィの確立に至るとしている。その社会的役割の
獲得において中心的位置を占めるのが職業決定
であり、青年期のアイデンティティの混乱は
「職業的アイデンティティに安住することがで
きない無力感」であるとしている（1973a，
1973b）。また、Eriksonのアイデンティティ理
論を発展させたMarcia（1966）のアイデンテ
ィティ・ステイタス・アプローチにおいても、
職業は重要な領域である（下山，1986）。
　「職業的アイデンティティ（occupational 
identity，vocational identity：職業的同一性）」
とは、職業集団のもつ規範や価値体系との相互
作用の中で自覚される主観的な感覚であり、一
定の資格を有する専門家になって初めて可能と
なる専門職の場合には、これを「専門家アイデ
ンティティ（professional identity：専門家同
一性、専門的アイデンティティ）」と呼んで区
別することもある（宮下・田辺・小柳・岡本・
上地・磯部・沢田・森川，1984）。
　村山（1994）は、職業アイデンティティの測
定尺度の作成や他尺度との関係などについて扱
った研究をまとめている。その中で、職業的ア
イデンティティが高い者は職業的方向づけおよ
び職業発達や成熟度が高く、個人的アイデンテ
ィティも高いとする研究を紹介している。さら
に、医学・看護の領域の専門家アイデンティテ
ィに関する研究をまとめ、Sexton, C.A.の研究
表１．アイデンティティ・ステイタス
アイデンティティ・ステイタス 危機 積極的関与
アイデンティティ達成 すでに経験した している
モラトリアム 経験の最中 あいまい／試みてはいる
予定アイデンティティ 未経験 している
アイデンティティ拡散 未経験／経験済み していない
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においてアイデンティティの危機の肯定的な解
決と他者の支持を得ている者が、自主的に専門
学習を継続するという責任を自らに引き受けて
いるとしている。本邦における医療従事者の専
門家アイデンティティ研究としては、看護師教
育を中心としてMarciaのアイデンティティ・
ステイタス・アプローチを用いて職業的アイデ
ンティティの有様を調査したものや、その発達
過程を調査したもの（安藤・内海，1993，1995
；グレッグ・高橋，1990；松下・木村，1993；
松下ら，1993；高橋・田中，1997）があり、関
根・奥山の看護師のアイデンティティに関する
文献研究（2006）によって、職業的アイデンテ
ィティが高い者は、ストレス耐性や職位が高く、
職場環境が良好、配偶者（子ども）がいる、経
験年数が長い、自己教育力が高いということが
明らかにされている。つまり、職業的アイデン
ティティ、特に専門家アイデンティティを高め
ることが、より高い職業発達や成熟に結びつく
可能性が示唆されている。
　しかしながら、職業発達の理論研究とアイデ
ンティティの理論研究の交流は、必ずしも十分
に行われてきたわけではない。これまでの諸研
究を展望する限りでは、研究数自体も少ない上
に研究方向も一貫しておらず、アイデンティテ
ィにおいて職業がもつ意味や、それが果たす役
割、専門家アイデンティティなどの問題が充分
に究明されてきたとはいえず、示唆に富む論文
もあまり多くない（宮下ら，1984；村山，1994
；関根・奥山，2006）。
　医師および大学教師という専門家について研
究した中野（1981）は、高度で体系的な技術や
知識を身につけなければならない専門家の場合、
動機づけもさることながら、通常は長く苦しい
フォーマルな社会化過程を通り抜けなければな
らないことを示唆した。その上で、専門家の集
団が社会の中のもう一つのコミュニティーであ
ることを示し、その中へ入ろうとする個人には、
それ相応の決断と意思が必要であるとしている。
そして、これらの専門家は、すべて特殊な社会
化過程を通して訓練されることによって、その
コミュニティー共通の価値体系、役割意識、言
語、アイデンティティを身につけなければなら
ず、一度そこに入ればそのコミュニティーの力
に服さなければならないということになるとし
ている。また、こうした過程は、複雑な段階を
経て進行するものであり、専門家への社会化は
単なる技術的・知識的なものの修得につきるも
のではない以上、一定の社会的条件の中での社
会化の全過程が何らかの形で関わってくるとし
ている。
　つまり、専門家に関する研究においても、そ
の職種の属する社会や文化やコミュニティーの
中に、自らコミットメントすることの重要性が
示されている。これらは、Eriksonのいう「個
としてのアイデンティティ」および「関係性に
もとづくアイデンティティ」の視点や、Marcia
のアイデンティティ・ステイタスでいうところ
の「危機の経験」や「積極的関与」が必要であ
ることを示すものと考えられる。
　しかしながら、職業的アイデンティティの発
達についてこれらの理論を統合させて検討した
研究は少なく、職業選択や職業参加に関する研
究は、アイデンティティの変容に深く関係する
問題として位置づけられているにもかかわらず、
青年の職業的アイデンティティ変容のプロセス
がどのように進むか明らかになっているとは言
い難い。
　本邦における医療系専門家の養成は大学・短
大・専門学校の教育機関で行われている。その
教育は、教養のみならず医療従事者という専門
家を養成するという特徴から、学生には高い専
門性が求められ、各職種の専門家としてのアイ
デンティティを確立していくことが極めて重要
となると考えられる。したがって、各教育機関
が、厚生労働省によって指定された養成期間の
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中で効果的・効率的に教育するには、職業的社
会化過程における心理社会的ダイナミズムを解
明し、得られた視点をその教育に生かさなけれ
ばならないと考える。
職業的アイデンティティの形成に関わる
３つの視点
　専門家の社会、つまり、その実践共同体のな
かにおける職業的アイデンティティを形成させ
るトラジェクトリーとしては、２つのものが考
えられる。まず、一つ目は、個人的トラジェク
トリー（personal trajectory）である。これは、
個人の中における変化を描いたものである。二
つ目は、制度的トラジェクトリー（institutional 
trajectory）であり、所管省庁の指定規則や各
専門家養成機関におけるカリキュラムがこれに
あたる。「制度的トラジェクトリー」について
はまた稿を改めて述べることとし、本稿におい
ては、「個人的トラジェクトリー」の理論的背
景について述べる。
　個人的トラジェクトリーの原動力として考慮
しなければならない視点を、三つの「学びが成
り立つ条件」から考察していく。三つの学びが
成り立つ条件とは、①学ぼうとする力の成熟
（レディネス）②学びのなかのモデリング、③
学ぼうとする意欲（動機づけ）、である（高橋，
1994）。
学ぼうとする力のレディネス　　効果的な学び
を行うには、学習者にそれを受け入れる準備態
勢が十分に整っていることが重要で、学習者の
心身の発達の状態に応じた学習方法を用意する
ことが重要であるとされている。この準備態勢
のことを学習行動のレディネスといい、一般的
成熟度、身体発達の程度、知能の発達程度、感
情の発達程度、先行経験、必要な知識技能など
が含まれている。最近では、「教育先回り論」
として、未熟なレディネスの段階から学びは始
められ、学びとレディネスが相互に関係し合う
ことで一歩進んだ学びができ、学習効果が全体
として加速するとされている（高橋，1994）。
また、近年、社会機能（相互関係の把握や、共
感性、他者の行動を理解・予測・操作する能
力）や遂行機能（選択的注意や意思決定、反応
抑制、複数の作業を同時に行う能力など）に関
る前頭葉は、青年期においても発達変化が続い
ていることが報告されている（ブレイクモア, 
S.J. &フリス, U.，2006）。バンデュラーは、人
が行動を遂行していくときに重要な要因として
自己効力感（self-eﬃ  cacy：さまざまな行動に
対する効力予期）をあげ、バンデュラーとシュ
ンクは遂行可能な近い目標をもち、それを日々
達成していくことが、自己効力感を養い、学習
成績を向上させるとしている（土井，1994）。
これらのことから、養成機関は、青年期の学生
のレディネスを把握した上で、少し高めの要求
水準を教育目標として挙げ、自己効力感を養い
動機づけを高めることが大切であろう。
　青年期にある学生のレディネスに関しては、
前田（2008）、前田・吉良（2007）において、
理学療法士養成機関の最終学年次生を対象に、
個人のもつ心理的因子について検討したため本
稿では割愛する。
学びのなかのモデリング　　個人的トラジェク
トリーを加速させる要因の二つ目としては、モ
デリング（modeling、観察学習）があげられる。
モデリングとは、ある個人（観察者）が他者
（モデル）の行動を観察することによって、観
察者の行動が変化することをいう。モデリング
という概念は、バンデュラー, A（1975）が提
唱し、社会的学習理論として概念化したもので
ある。社会的学習理論とは、人間が社会的な関
係、相互作用のなかで、他者の行動や反応を模
倣したり、行動の結果を認知するなどにより、
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そこから適切な行動を学ぶというモデリングを
中心とした学習理論体系である。われわれの学
習は、まず他者の行動を観察することからはじ
められ、このような学習の過程は、特に社会的
行動型の獲得において、古典的・道具的条件づ
けにならんで重要であるとされている（菊池，
1988；高橋，1994；中谷，2006）。
　モデリングが成立するには、まず、観察可能
な場面に身をおく必要がある。そして、①モデ
ルに対する注意深い観察を行う注意過程
（attentional process）：外部の示範事象に対し
て、どのようなモデルに注意を向けるか、観察
者がモデルの行動へ注意を向けるか、②観察者
による注意したモデルの行動の保持過程
（retention process）：観察したことを記憶とし
て取り込み保持する、③保持されているものを
必要とされる新たな時と場所で、実行してみる
運動再生過程（motor reproduction process）：
記憶しているモデルの行動体系を再生する、④
動機づけ過程（motivational process）：①～③
の過程に基づき習得された行動を遂行するかど
うか決定する、という過程がある。この四つの
過程を経て、一致反応の遂行へと至るといった
学習成立過程が必要である。
　また、モデリングの効果としては３つある。
①観察学習効果（observational learning eﬀ ect）
：モデルの行動を観察することにより新しい行
動パターンを習得すること、②制止・脱制止効
果（inhibitory and disinhibitory）：すでに習得
している行動を要請・抑止したり、逆にその抑
制を弱めたりする動き、③反応促進効果
（response facilitation eﬀ ect）：他者の行動によ
って、観察者がすでに習得している行動が喚起
され、誘発される、である。（バンデュラー, A，
1975）。
　例えば、菊池（1983，1988）は、向社会的行
動はモデルの存在やその特性、養育者が説明的
に躾するタイプであることや、思いやりの文化
によっても影響を受けるとしている。向社会的
行動は身近な大人の行動を観察し、それをモデ
ルとすることによって身につきやすく、モデル
の自己との類似性、モデルの養育性などが向社
会的行動の学習の加速に影響する要因としてあ
げられている。さらに重要なものとして、モデ
ルの勢力性があげられ、モデルが自分よりも明
らかに優れていたり、とてもかなわないという
感じをもたされるとモデリングは加速するとし
ている。
　また、藤井・本多・落合（2004）は、モデリ
ングが成立する際の注意過程に注目し、医療系
の学生が職業的なモデルとして認知しやすいモ
デルの特性について調査しており、実力を兼ね
備え第一線で充実した職業生活を送っている人
物がモデルになりやすいとしている。また、モ
デルとなりうる特性として、①患者への医療を
大切にする医療者、②学生への誠意ある態度、
③専門家としての力量を持った医療者、④臨床
への熱意を持っている医療者、をあげている。
これら４つの特性は、バンデュラー, A（1975）
がモデリング刺激として、①際立った特徴、②
感情的誘意性、③複雑さ、④機能的価値をあげ
た中の、特に機能的価値に分類できるとしてい
る。
　特性②の「学生への誠意ある態度」は、向社
会的行動の学習を加速させる「モデルの養育
性」と相通じ、特性③の「専門家としての力量
を持った医療者」は向社会的行動の学習を加速
させる「モデルの勢力性」と相通じると考えら
れる。
　また、生き方をも含む広義でのモデルの存在
が医療職を目指す学生の職業的アイデンティテ
ィを高めることに関連しているとした研究（藤
井・野々村・鈴木・澤田・石川・長谷・山元・
大橋・岩井・パリー・才津・海山・紙屋・落合，
2002；落合・本多・藤井・落合，2005）や、学
生が共感し同一化を試みる看護職者の態度や行
－ 10 －
動であるロールモデル行動が、学習への動機づ
けの強化、職業決定における看護職の職業に影
響するとする研究（本郷・舟島・杉森，1999；
落合・紙屋・マイマイティ・落合・本多・藤井，
2006）がある。
　これらの研究から、その職種の属する社会や
文化やコミュニティー・実践共同体における専
門家の職業的アイデンティティの教育には、①
モデルが必要であること、②モデルはその職種
に求められる社会化過程について説明的に教育
すること、③養育性をもって教育すること、④
モデルとして機能するために、学生に勢力性を
感じさせなければならないこと、が重要である
と考えられる。これらを基盤として、学生はモ
デルの行動を観察・模倣し実行することを繰り
返し、文脈に応じた行動を学んでいくのである。
また、観察者に一定の技能がなければ、モデル
の行動を再生することができないため、それに
気づくことができた学生はその社会化過程に必
要な知恵あるいは技能を修得するという新たな
目標に向かって学びを加速させるのである。こ
れらにより、学生の「個としてのアイデンティ
ティ」の発達が進展していくということが示唆
される。
学ぼうとする意欲（動機づけ）　　最後に、個
人的トラジェクトリーを加速させる三つ目の要
因、学ぼうとする意欲（動機づけ）について考
察する。
　旧来の学習観では、学習が学校のような特殊
な社会・制度の中で行われ、学習者が結果的に
どのように変わったか、という点に力点が置か
れている。一方、1970年代中頃から、文化人類
学者を中心に、多様な文化圏における徒弟制の
研究が行われ、それが心理学者の関心を呼び、
新参者の認知過程や共同体の質の変化等に関心
の中心が完全に移ることになった。いわゆる、
認知的徒弟制（cognitive apprenticeship）の問
題である。こうした流れの中で、共通に出てき
た話題は、新参者の学習過程を眺めていくと、
学習とは旧来の定義で示されるような、学校と
いう特殊な社会の中において、特定の「与えら
れた」教科内容を特定の学習者がいかにして理
解するか、といった「教授者　道具　学習者」
の関係が存在するのではなく、「ある具体的な
社会的環境の中に埋め込まれた共同体の中で、
行為をすることによって学習が成立する」とい
う考え方であった。つまり、学習は社会的なも
のであり、自分の参加している社会の実践経験
から学習が行われるとしているのであり、学習
を、知識の獲得・運用がそのまま学習活動の意
義につながるものと捉える。
　また、「学習」という行為は特定の目的をも
った活動であり、その活動の根ざす状況に埋め
込まれたもの（situated）であるということで
ある。同時に、「学んでどうなる」、「学んでど
こに行こうとしているのか」といった学びの方
向性や意義を内包しているものと捉えられるよ
うになってきた。つまり、まずは、学び手であ
る新参者が、自分が進もうとする方向、そこで
営まれている中心的な活動に対して「正統性
（本物であること）」を認めなければ、学びは生
じないとするのである。
　すなわち、認知的徒弟制のもとでは、新参者
が古参者たちの行っている文化や社会に参加し
ていくことが大きな動機であり、「学習」と
「参加」は切り離せないものと捉え、学習の際
の社会的文脈を重視し、学習とは正統的周辺参
加であることを主張する。認知的徒弟制のなか
では、学習者が、その中心的な活動に進んでい
くことが「アクセスの日常性」という形で保障
され、現在の自分との折り合いのつくレベルで
主体的にアクセスできる。この現在との折り合
いのつく世界は周辺的領域とよばれ、この領域
に自発的に参加することで、その先の中心的活
動を垣間見たり、現在の自分のレベルを再確認
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したりすることができるのである。
　このように、学習は状況に埋め込まれたもの
であるという、「状況に埋め込まれた学習＝状
況学習論（situated learning）」の考え方が成立
した（レイヴ, J. &ウェンガー, E.，1993）。
　ここでは、学習されるものは単なる知識や技
術のみではなく、人間の行為、思考、感情、価
値観とそこで行われる文化・歴史的な形態をも
った意味ある活動と不可分であるとされる。つ
まり、状況に埋め込まれた学習は、アイデンテ
ィティ形成と不可分に結びついた学習論のこと
である。学習をアイデンティティの形成過程で
あるとするのである。すべての学習はいわば、
「何者かになっていく」という、自分づくりな
のである。そして、正統性認めることが、学び
の動機であり、アイデンティティ形成の芽生え
となる。
　レイヴとウェンガーは、上記のような状況学
習論を、５つの事例研究を中心にして正統的周
辺参加（Legitimate Peripheral Participation：
LPP）という考え方で提唱した。レイヴとウェ
ンガーは、教育の問題は正面から扱うことは避
けたと言明しているにもかかわらず、正統的周
辺参加論は、まさしく教育の問題を考える重要
な糸口を提供している（佐伯，1993；田中，
2004，2006）。
　学ぼうとする意欲（動機づけ）を心理学では
「達成動機」・「達成動機」といい、人の行動を
始発させ、その行動を方向づけ、行動を維持す
る働きのことをいう。マレーは達成動機を「む
ずかしいことを成し遂げること、自然物、人間、
思想に精通し、それらを処理し、組織化するこ
と、これをできるだけ速やかに、できることだ
け独力でやること、障害を克服し高い標準に達
すること、自己を超克すること、他人と競争し
他人をしのぐこと、才能をうまく使って自尊心
を高めること」と定義している。また、マック
レランドらは、このマレーの定義をもとに、
「所属する文化において価値があるとされる達
成目標を成し遂げること」としている。伝統的
な動機づけ理論では、個人の動機づけは、外発
的動機づけ（extrinsic motivation）と内発的動
機づけ（intrinsic motivation）という二つの対
照的な性質の動機づけから捉えられてきた（土
井，1994；中谷，2006；安永，2002）。高橋
（1994）は動機づける条件について、①対象へ
の興味（注意）、②賞賛や叱責を与える、③学
びの結果を知る、を挙げている。つまり、この
ことからも、興味（注意）を引くものであると
学ぶ意欲が高まるため、教授者は学生の興味・
関心を喚起すること、換言すると、正統性を感
じさせることが重要である。
　マックレランドらも定義しているように、達
成動機は「所属する文化において価値があると
される達成目標を成し遂げること」である。ま
た、土井（1994）が指摘するように、達成動機
や動機づけの質や程度により、学習者の学習プ
ロセスや学習成果は大きく異なり、学習者にや
る気がなければ、能力や環境が整っていても学
習効果は望めない。
　医療の専門家の教育において、職業的アイデ
ンティティを形成させていくためには、教授者
や実践共同体が魅力あるものとなれるよう研鑽
を積む必要があることは言うまでもないが、学
生の個人的トラジェクトリーを俯瞰すると、ま
ずは、学習者が「個としてのアイデンティテ
ィ」を形成するために、その専門職の実践共同
体（中心的世界）に正統性を認め、学びの方向
性や意義を自覚した上で、そこにいくという自
己決定（危機）を行い、自らその実践共同体に
コミットメント（積極的関与）することが重要
である。次に、「関係性にもとづくアイデンテ
ィティ」を形成するために、自己を取り巻く社
会、文化、他者を含めた環境に関わっていくな
かで、特定の社会的役割に応え、役割を果たす
者としてその社会から認められることで自らを
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定位させていくことが重要であると考える。
今後の課題
　本邦における医療従事者の職業的アイデンテ
ィティについては、看護師教育を中心として研
究がなされているものの、職業的アイデンティ
ティの形成を加速させる要因について総合的に
検討した研究は少ない。
　今後は、職業的アイデンティティを発達させ
る心理的要因をさらに検討し、かつ、正統的周
辺参加の理論にそって職業的アイデンティティ
の形成を加速させる個人的トラジェクトリーを
捉えつつ、制度的トラジェクトリーの詳細につ
いても検討していくことが課題となる。
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